






宝塚市規則第  号 

宝塚市学校給食費の管理に関する規則の一部を改正する規則 

 宝塚市学校給食費の管理に関する規則（平成２８年規則第３０号）の一部を次のように

改正する。 

 第１条中「いう。）」の次に「第３条、」を加える。 

第６条を第７条とし、第５条を第６条とし、第４条を第５条とする。 

第３条中「給食条例第３条第２項又は第３項」を「前条」に改め、同条を第４条とし、

第２条の次に次の１条を加える。 

（学校給食費の額） 

第３条 条例第３条に規定する規則で定める額は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各

号に定める額とする。 

(１) 小学校及び特別支援学校に在籍する児童又は生徒 日額３２５円 

(２) 中学校に在籍する生徒 日額３７５円 

２ 前項の規定にかかわらず、食物アレルギー等の理由により、給食の一部が実施されな

かった児童又は生徒の学校給食費の日額は、同項に規定する額から実施されなかった給

食の一部に要する費用に相当する額として市長が別に定める額を控除した額とする。 

附則を附則第１項とし、同項に見出しとして「（施行期日）」を付し、附則に次の１項

を加える。 

（学校給食費の額の特例） 

２ 令和７年１１月１日から令和８年３月３１日までの間に実施する学校給食に係る第３  

条第１項の規定の適用については、同項第１号中「３２５円」とあるのは「２３０円」

と、同項第２号中「３７５円」とあるのは「２７０円」とする。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この規則は、令和７年１１月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 改正後の第３条及び附則第２項の規定は、令和７年１１月１日以後に実施する学校給

食に係る学校給食費の額について適用する。 



宝塚市学校給食費の管理に関する規則(平成28年規則第30号)新旧対照表 

現行 改正案 

(趣旨) (趣旨) 

第1条 この規則は、宝塚市学校給食の実施に

関する条例(平成28年条例第8号。以下「給食

条例」という。)      第4条及び第5条の規

定に基づき、学校給食費の管理に関し必要な

事項を定めるものとする。 

第1条 この規則は、宝塚市学校給食の実施に

関する条例(平成28年条例第8号。以下「給食

条例」という。)第3条、第4条及び第5条の規

定に基づき、学校給食費の管理に関し必要な

事項を定めるものとする。 

 (学校給食費の額) 

第3条 条例第3条に規定する規則で定める額

は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号

に定める額とする。 

(1) 小学校及び特別支援学校に在籍する児

童又は生徒 日額325円 

(2) 中学校に在籍する生徒 日額375円 

2 前項の規定にかかわらず、食物アレルギー

等の理由により、給食の一部が実施されなか

った児童又は生徒の学校給食費の日額は、同

項に規定する額から実施されなかった給食

の一部に要する費用に相当する額として市

長が別に定める額を控除した額とする。 

(学校給食費の納付) (学校給食費の納付) 

第3条 学校給食費を納付すべき者(以下「納付

義務者」という。)は、給食条例第3条第2項

又は第3項に定める額にその月において学校

給食を実施した日数を乗じて得た額を、その

月の学校給食費として、市長が別に定める方

法により納付しなければならない。 

第4条 学校給食費を納付すべき者(以下「納付

義務者」という。)は、前条       

    に定める額にその月において学校

給食を実施した日数を乗じて得た額を、その

月の学校給食費として、市長が別に定める方

法により納付しなければならない。 

(学校給食費の納付期限) (学校給食費の納付期限) 

第4条 （略） 第5条 （略） 

(学校給食費の遅延損害金) (学校給食費の遅延損害金) 

第5条 （略） 第6条 （略） 

(補則) (補則) 

第6条 （略） 第7条 （略） 

附 則 附 則 

 (施行期日) 

この規則は、平成28年4月1日から施行する。 1 この規則は、平成28年4月1日から施行する。 

 (学校給食費の額の特例) 

 2 令和7年11月1日から令和8年3月31日までの

間に実施する学校給食に係る第3条第1項の

規定の適用については、同項第1号中「325円」

とあるのは「230円」と、同項第2号中「375

円」とあるのは「270円」とする。 

 



令和７年（２０２５年）８月１８日  

 

宝塚市学校給食の実施に関する条例の一部を改正する条例の制定について  

 

管 理 部  学  事 課  

 

１ 提案理由  

本市では、平成２８年度（２０１６年度）からの公会計化に伴い、学校給食費を条例で規定して

保護者から徴収してきました。しかし、昨今のような急激な物価高騰や国による交付金の活用、そ

れに伴う学校給食費の改定、給食費無償化などの制度改正への対応など、こうした状況に適時

適切に対応するためには、学校給食費の規定を条例から規則に変更する必要があると考えられ

ます。物価高騰は今後も続くことが予測され、次年度以降は小学校の給食費無償化に、中学校

においても何らかの物価高騰対策が講じられる可能性がある中、国の制度改正や交付金の適時

活用を考えたとき、学校給食費を条例で規定していると、その対応に時間を要することから、宝塚

市学校給食の実施に関する条例第３条第２項及び第３項の学校給食費の規定を改正し、規則

により学校給食費の日額を新たに規定するための改正を行おうとするものです。 

 

２ 条例改正と規則改正の比較  

    新年度に向けて条例を改正する場合、前年度の９月頃までには原案を確定し、総務課等との

調整を経て１０月には教育委員会会議に諮り、１１月の都市経営会議を経て１１月下旬から始ま

る１２月市議会に上程し、１２月下旬に採決され確定します。 

一方、規則による規定の場合、市議会への議案上程がないため、１月の教育委員会に諮って

決定することが出来ます。 

ただし、規則の場合であっても予算措置が必要であることから、新年度予算の確定時期に合

わせて学校給食費の額を確定する必要はありますが、条例改正のスケジュールと比べて規則によ

る規定、改正の場合は時間的な余裕があり、他市町の状況や国・県の状況を把握した上での対

応が可能となります。 

 

３ 兵庫県下の市の学校給食費の規定  

規則・要綱等（条例以外）で規定して

いる市（２２市） 

条例で規定している市

（３市） 

私会計（４市） 

朝来市、芦屋市、尼崎市、淡路市、伊

丹市、加古川市、加西市、加東市、川

西市、神戸市、宍粟市、洲本市、高砂

市、たつの市、丹波市、丹波篠山市、

西宮市、西脇市、姫路市、南淡路市、

養父市、豊岡市  

宝塚市、三田市、三木市  

 

相生市、明石市、赤穂市、

小野市  

 



４ 条例改正の概要  

（１）第３条第１項中「規定する経費」の次に「の範囲内で規則で定める額」を加え、同条第２項及

び第３項を削ります。同条第２項及び第３項の規定は、新たに、宝塚市学校給食費の管理に関す

る規則第３条に「学校給食費の額」として定めます。 

 

（２）附則第２項を削り、附則第１項の見出し及び項番号を削ります。附則第２項の規定は、新たに、

宝塚市学校給食費の管理に関する規則の附則第２項に「学校給食費の額の特例」として定めま

す。 

 

５ 学校給食費の改定  

（１）学校給食の方向性（「質」を大切にした学校給食に向けて） 

これまで、本市では保護者負担の軽減を意識しながらも「質」に拘った学校給食を提供してき

ましたが、ここ数年の急激な物価高騰により、栄養価だけは確保しつつも、質の維持に課題を抱

えた学校給食となり、市議会において指摘を受けながらも交付金の活用範囲で対応してきました。

本市の質の高い学校給食に戻すためには、その質にあった学校給食費とするよう、更に改定する

必要があります。 

 

（２）国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の追加交付  

    上記（１）の通り、学校給食費の改定に向けて検討を進めていたところ、国の交付金の追加交

付があり、本年度は既に小学校で４０円、中学校で４５円、当該交付金を充てていますが、更に小

学校で５５円、中学校で６０円を学校給食に活用します。 

 

（３）学校給食費の改定  

   ①現行の学校給食費  

             保護者負担    交付金   学校給食費  

      小学校    ２３０円  ＋  ４０円   ＝  ２７０円  

      中学校    ２７０円  ＋  ４５円   ＝  ３１５円  

   ②令和７年１１月以降  

             保護者負担         交付金        学校給食費  

      小学校    ２３０円  ＋ （４０円   ＋  ５５円） ＝  ３２５円  

      中学校    ２７０円  ＋ （４５円   ＋  ６０円） ＝  ３７５円  

      ※下線部の追加交付は７１，２１２，０００円（令和７年１１月～令和８年３月） 

      ※当該交付金は令和７年度限り。 

 

６ 国の給食費無償化への対応  

国が進める給食費無償化による財政的措置が本市の学校給食費より低い額の措置であった

場合、本市の学校給食費との差額の取扱いが課題となります。 

給食費無償化に合わせて学校給食法の改正など、制度全体が大きく変わる可能性が高いこ

とから、現段階で明確な方向性を示すことは困難であるが、国の給食費無償化における財政的



措置が全国定額であった場合は、国が示す額での学校給食とするのか、或いは、別途、保護者が

負担しても一定の質を維持するのか、国の給食費無償化の方針が示された段階で速やかに保

護者から意見聴取を行います。 

 

７ 課題  

（１）保護者の物価高騰意識の醸成  

    本市では、平成２６年度に給食費を改正し、その後の物価高騰には交付金を活用しているため、

保護者の負担意識が薄くなっている可能性が非常に高いと考えられます。 

    交付金がなくなった場合は、保護者負担により対応することになりますが、急激に保護者負担

額が増えるため、保護者への周知が大きな課題となります。 

    これまでは、プリントを配布して、交付金の活用により、保護者負担を求めずに学校給食を維持

していることをお知らせしていましたが、年に１回で頻度も少なく、十分に周知できているとは言え

ません。 

    そのため、今回の交付金活用においては、保護者への説明と今後は保護者負担となることを

十分に周知しなければなりません。 

    本年５月から使用できるようになった保護者への一斉メール配信アプリ（スグール）を活用して、

積極的に保護者へ発信するとともに、今後の学校給食の在り方に関するアンケート調査を実施す

るなど、保護者の意識醸成とニーズ把握に努めます。 

 

（２）国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金について 

国の交付金の令和８年度以降の方向性が示されていないため、令和８年度以降は、物価高騰

分も含めて学校給食費の全額が保護者負担となります。 

また、交付金が継続された場合であっても、これまでのように物価高騰分の全額を交付金で賄

うことには検討が必要であると考えています。（物価高騰分を保護者負担として求めていく） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【参考資料】 

１ 本市の学校給食費の変遷  

年  小学校・特支学校  中学校  備考  

昭和３３年（１９５８年） （月額）３３０円    

昭和３６年（１９６１年） （月額）４００円    

昭和３８年（１９６３年） （月額）４６０円    

昭和４０年（１９６５年） （月額）６５０円  （月額）９００円   

昭和４２年（１９６７年） （月額）７５０円  （月額）９００円   

昭和４５年（１９７０年） （月額）１，０００円  （月額）１，２００円   

昭和４８年（１９７３年） （月額）１，３００円  （月額）１，５００円   

昭和４９年（１９７４年） （月額）２，０００円  （月額）２，３００円   

昭和５１年（１９７６年） （月額）２，２００円  （月額）２，６００円   

昭和５５年（１９８０年） （月額）２，５００円  （月額）２，９００円   

昭和５７年（１９８２年） （月額）２，８００円  （月額）３，３００円   

昭和６０年（１９８５年） （月額）３，０００円  （月額）３，５５０円   

平成元年（１９８９年） 消費税 ３％ 

 
平成３年（１９９１年） 

（月額）３，２００円  

（日額）２００円  

（月額）３，８４０円  

（日額）２４０円  

 

平成９年（１９９７年） 消費税 ５％ 

 
平成１０年（１９９８年） 

（月額）３，５２０円  

（日額）２２０円  

（月額）４，１６０円  

（日額）２６０円  

 

平成２６年（２０１４年）  

 
（日額）２３０円  

 

 
（日額）２７０円  

消費税 ８％ 

令和４年（２０２２年） 別途、交付金小２５円、中３０円  

令和５年（２０２３年）  
別途、交付金小３０円、中３５円  

令和６年（２０２４年） 

令和７年（２０２５年） （日額）２７０円  （日額）３１５円  内、交付金小４０円、中４５円  

（案）令和 7 年 11 月

～令和 8 年 3 月  
（日額）３２５円  （日額）３７５円  内、交付金小９５円、中１０５円  

（案）令和８年４月～ 検討中  検討中   



２ 阪神各市の学校給食費  

 
市  

小 学 校  中 学 校  

給食費  交付金等  給食費  交付金等  

尼崎市  ２７２円（２５６円） １６円  ３１０円  － 

西宮市  ３０５円（２７５円） ３０円  ３６０円（３２５円） ３５円  

芦屋市  ３１０円  － ３６０円  － 

伊丹市  ２９９円（２４２円） ５７円  ３５３円（  ０円） ３５３円  

川西市  ３０２円  － ３４５円  － 

三田市  ２７９円（２３８円） ４１円  ３２３円（２７５円） ４８円  

宝塚市  ２７０円（２３０円） ４０円  ３１５円（２７０円） ４５円  

 

３ 主食等の価格の変動                                            （単位：円） 

 

年   度  

 

牛乳  

小学校  中学校  

米飯  パン 米飯  パン 

平成２６年度（２０１４年度） ５０．７３ ２５．６１ ４１．７５ ３５．８６ ４５．１０ 

平成２７年度（２０１５年度） ５２．１８ ２２．６７ ４２．４２ ３１．７３ ４５．７７ 

平成２８年度（２０１６年度） ５２．６３ ２３．９７ ４２．９０ ３３．５６ ４６．２１ 

平成２９年度（２０１７年度） ５２．７５ ２５．６０ ４４．１２ ３５．８５ ４７．３１ 

平成３０年度（２０１８年度） ５３．６４ ２７．２４ ４４．９６ ３８．１４ ４８．１７ 

平成３１年度（２０１９年度） ５５．６９ ２７．２４ ４５．８２ ３８．１４ ４９．０４ 

令和２年度（２０２０年度） ５６．８８ ２７．４８ ４６．４７ ３８．４８ ４９．６６ 

令和３年度（２０２１年度） ５８．０５ ２６．０２ ４７．０８ ３６．４２ ５０．４７ 

令和４年度（２０２２年度） ５９．４９ ２４．５５ ４９．５５ ３４．３７ ５３．５４ 

令和５年度（２０２３年度） ６７．６６ ２５．２８ ５１．５７ ３５．３９ ５５．８９ 

令和６年度（２０２４年度） ７１．５２ ２７．００ ５３．２８ ３７．８０ ５７．６３ 

令和７年度（２０２５年度） ７３．５２ ４２．５４ ５６．８６ ５９．５６ ６１．５０ 

平成 26 年と令和 7 年の比較  １４４．９％ １６６．１％ １３６．１％ １６６．０％ １３６．３％ 

    

※平成２６年度と令和７年度の比較（牛乳単価×５日＋米飯単価×３日＋パン単価×２日） 

年度  小学校  中学校  

平成２６年度（２０１４年度） ４１３．９８円  ４５１．１７円  

令和７年度（２０２５年度） ６０８．９４円  ６６９．２８円  

増加割合  １４７．０％ １４８．３％ 

   ※学校給食費改定時の改定率  

年度  小学校  中学校  

平成２６年度から ２３０円  ２７０円  

令和７年４月から１０月まで ２７０円（１１７．４％） ３１５円（１１６．７％） 

令和７年１１月から ３２５円（１４１．３％） ３７５円（１３８．９％） 


